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幽
東
区
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テ
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麻
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「東
区
民
大
会
」
に
参
加!

12
月7

日
(

土)

東
区
民
文
化
セ
ン
タ
— 

で
行
わ
れ
た
東
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
交
流
協 

議
会
主
催
の
東
区
民
大
会
に
戸
坂
学
区
社 

会
福
祉
協
議
会
か
ら
も9

町
内
会
か
ら

40 

名
が#

加
し
ま
し
た
。
全
体
の
参
加
者
は 

460
名
で
あ
り
、

コ
ロ
ナ
前
の
開
催
と
局
様 

の
状
況
に
戻
リ
ま
し
た
。

今
回
は
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
活
性
化 

に
つ
な
が
る
発
表
が3

件
あ
リ
ま
し
た
。

①
 

「
地
域
が
変
わ
る!

」
広

島L
M
0
 

の

取

組(

上
温
品
ま
ち
づ
く
り
協
議
会)

②
 

「
高
校
が
変
わ
る!

」
学
校
改
革
の 

取
組(

広
島
桜
が
丘
高
等
学
校)

③
 

「
テ
レ
ビ
局
が
変
わ
る!

」
地
域
連 

携
・
社
会
貢
献
の
取
組

(

広
島
テ
レ
ビ
放
送
株
式
会
社)

年

末

防

狙

ぐ

口

—
几
キ
ャ
、ー

ベ
—
し

12
月

14
日
(

土)

17
時
か
ら
戸
坂
小
学
校
校 

庭
で
、
第

17
回
年
末
防
犯
パ
ト
ロ
ー

ル
キ
ャ 

ン
ペ
—

ン
を
実
施
し
ま
し
た
。

9

町
内
会
尊
か
ら
約

80
名
の
皆
様
が
参
加 

さ
れ
、
今

後

も

「
児
童
・
生
徒
の
見
守
り
で
安 

心
・
安
全
な
ま
ち
づ
く
り
」
と#

加
者
全
員
の 

健
康
を
祈
念
し
、
閉
会
し
ま
し
た
。

今
回
も
各
町
内
を
パ
ト
ロ
—

ル
後
は
学
校 

に
戻
ら
ず
の
流
れ
解
散
と
し
ま
し
た
。

『
ひ
る
し
ま
し:
！
〇
』
の
認
定

広
島
市
で
は
、
「
自
分
だ
ち
の
ま
ち
は
自
分 

た
ち
で
創
り
、
守
る
」
と
い
う
基
本
的
な
考
え 

方
の
下
、
概
ね
小
学
校
区
を
活
動
範
囲
と
し
て 

地
域
に
関
わ
る
多
様
な
主
体
が
連
携
し
な
が 

ら
様
々
な
地
域
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
広 

島
型
地
域
運
営
組
饑
「広
島L
M
O
 (

エ
ル
モ)

」
 

の
設
立
を
推
進
し
、
市
民
主
体
の
ま
ち
づ
く
り 

が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

戸
坂
学
区
で
は
、
戸
坂
社
協
の
構
成
団
体
が
中

心
と
な
り
、
 

「
戸
坂
学
区 

ま
ち
づ
く 

り
運
営
委 

貫
会
」
を
立 

ち
上
げ
ま 

し
た
。

和 

太
鼓
ク
ラ 

ブ

「ど
ん
ど 

鼓
」
、
「
段
物 

保
存
会
」
、
 

「
戸
坂
と
も

ボ 
f

A

*
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奇♦
■
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で
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「
ひ
ろ異
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こ
と
・
任1

な
十

い
き
タ
ク
シ
—
運
営
協
議
会
」
の
団
体
も
構
成

団
体
の
一
員
と
し
て

11
月

27
日
の
「
戸

擊
 

区
ま
ち
づ
く
り
運
営
委
員
会
」
の
設
立
総
会
を 

開
催
し
ま
し
た
。

そ
の
後
、
広
島
市
に
認
定
申 

請
を
行
い
、
12
月5

日
に
「広
島L
M
O

」
と 

し
て
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

(I)



璧面や掲示板などに

ヽ8M!しています」

繁降ポイントの目印

※「戸坂ともいきタクシー」の 

バンフレットは、全世帯に配布し 

ましたが、必要な方は予備が 

「戸坂まちづくりセンター(戸坂 

公民館玄関左側)」に面ります 

ので来所して下さい。
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☆町内会等での地域活動を 

通じて戸坂0«!の発展・ 

向上にご尽力いただき、あ 

りがとうございました.

市年至礼舍

(

戸
坂
と
も
い
き
タ
ク
シ
ー
運
営
協
議
会)

度
「
戸
坂
と
も
いS

タ
ク
シ
—
」
が 

本
格!S

行

に

移

行

し

ま

し

た!

合
 

,

広
島
市
初
の
「デ
マ
ン
ド
型
乗
合
タ
ク
シ
—

』
で
あ 

る

「
戸
坂
と
も
い
き
タ
ク
シ
—
」
が

一
年
間
の
実
験
運 

行
を
終
え
、
 

昨
年
末
の

12
月

20
日
(

金)

か
ら
本
格 

運
行
に
移
行
ま
し
た
。
実
験
連
行
時
か
ら
先
月2

月 

末
に
は
既
に6

千
人
を
超
え
る
利
用
者
が
あ
り
更
に 

改

善

を

図

り

、
利

用

者

の

満

足

度

向

上

に

努

め

て 

い
き
ま
す
。 整

感
謝
状
を
赠
呈!

暮

戸

坂

学

区

社

会

福

祉

協

議

会

「感

謝

状

贈

呈

規

約

」
に

則

り

、
令

和6

年

度

は

、8

名
の
方 

の

推

薦

が

該

当

町

内

会

及

び

戸

坂

社

協

か

ら

あ

り

、
感

謝

状

及

び

記

念

品

の

赠

呈

を

行

い 

ま

し

た

。

推

薦
:

町
内
会①

〜⑥

社̂

®

©

①

く
る
め
木
町
内
会 

熊

倉 

学

@

桜
東
町
内
会

増

田

紀

幸

②

千
足
町
内
会 

0
3

根
町
内
会 

清

水

菊

男
 

平

木

哲

也
 

⑥

山
崎
町
内
会 

⑦

惣
田
町
内
会 

平

井

和

行
 

山

路

隆

晴

依

田

町

内

会

村

下

龍

雄
 

(§>
桜
東
町
内
会

坪

井

秀

登

ご
参
加
い
た
だ 

き
ま
し
た
皆
様
、
あ 

り
が
と
う
ご
ざ
い 

ま
し
た
。

『
新
年
互
礼
会
』
を
実
施
し
ま
し
た!

実

复

員

長

山

中

春

記
 

1

月4

日
(

土)

戸
坂
学
区
社
会
福
祉
協
議
会
新
年
互
礼
会
を 

岸
田
衆
議
院
議
員•

松
井
広
島
市
長
・
重
水
東
区
長
を
始
め
沢
山 

の
ご
来
賓•

各
町
内
会
役
員
等1
3
0

名
の
参
加
で
開
催
す
る
こ 

と
が
で
き
ま
し
た
。

ご
来
賓
の
方
々
に
は
市
長
の
書
初
め
『
委
蛇
和
親
』
の
色
紙
を 

茶
席
に
飾
り
、
戸
坂
中
学
茶
道
部
が
抹
茶
に
て
お
も
て
な
し
を
し 

ま
し
た
。

社
協
事
務
局
長
の
開
会
の
辞
で
開
式
と
な
り
、
会
長
挨
拶
・
ご 

来
賓
祝
辞•

鏡
開
き
の
後
、
市
山
流
市
山
扇
梨
様
の
「寿
の
踊
り
」
 

で
華
を
添
え
て
頂
き
ま
し
た
。

戸
坂
小
学
校
校
長
の
乾
杯
の
音
頭
で
宴
席
が
始
ま
り
、
新
年
の 

寿
を
楽
し
く
歓
談
し
て
頂
き
ま
し
た
。

町
内
会
別
の
記
念
撮
影
後
、
戸
坂
中
学
校
校
長
の
万
歳
三
唱
、
 

閉
会
の
挨
拶
で
は
歳
男
三
名
が(

市
長
・
区
長
・
実
行
委
員
長) 

が
壇
上
に
上
が
り
打
ち
出
の
小
槌
を
皆
様
に
福
が
来
ま
す
よ
う 

に
振
り
落
と
し
、
義
出
度
く
お
開
き
と
な
り
ま
し
た
。
 

戸
坂
社
協
と
し
て
巳
年
の
初
め
を
町
民
の
皆
様
の
金
運
上
昇. 

健
康
祈
願
と
戸
坂
社
協
の
益
々
の
発
展
と
活
性
化
を
祈
念
し
、
盛

会
裏
に
終
え
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑵


